



































































































作文番号 作文の種類 作文のトピック 文字数 執筆者の母語 執筆者の日本語学習歴
作文 3 意見文 たばこの健康被害 592 中国語 － 5
作文 5 説明文 学生生活 536 英　語 14ヶ月












日本語教師 A 男性  6年 3年（主に海外の大学）
日本語教師 B 女性 12年 4年（主に国内の大学）











































本調査 日本語教師 A 1名 日本語教師 B 1名 日本語教師 C 1名
（計 25名）（計 22名）（計 20名）











































はずかしい、でもちょっとおかしいね。（There was a time when an（ママ）Childresn’s（ママ）
Day. I skipped my class and my form teacher called to my house. I was pulled by the 
ear by my father all the way to school and there, in front of my father, I was scolded 






くなるばかりだ。（한국의 귀성전쟁이라는 것은 경험이 없는 사람이라면 절대 상상할 수 없을 
















































































































































































































































































































































語訳の全文が閲覧可能である。作文 3、作文 5、作文 6は、それぞれ cn032j、sg060j、kr158jの
作文 ID番号で検索できる。
 5 作文 3の執筆者の日本語学習歴は作文対訳 DBにデータが記載されていないため不明である。
 6 宇佐美ほか（2009）の調査では時間の関係上、一人あたりの添削作文数が 3編～ 6編で差があっ
た。また、本研究の調査においても 1名（表 2の B）は作文 6の XECS添削が終わらなかった。
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